
　
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た

め
、
国
の
特
定
就
職
困
難
者
雇
用

開
発
助
成
金
制
度
を
活
用
し
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
中
小

企
業
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
労
働
者
　
次
表
に
該
当
し
、

雇
い
入
れ
日
現
在
の
満
年
齢
が
65

　
育
児
休
業
な
ど
を
取
得
し
た
労

働
者
を
雇
用
す
る
市
内
の
中
小
企

　
幅
広
い
雇
用
の
拡
大
に
向
け
、

原
則
３
カ
月
間
試
行
的
に
雇
用
す

る
市
内
中
小
企
業
者
に
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
労
働
者
　
市
内
在
住
の
65
歳

未
満
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
人

奨
励
額
　
１
人
に
つ
き
月
額
１
万

２
５
０
０
円(

最
大
３
カ
月
間)

申
込
期
限
　
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
事

業
終
了
後
、
国
の
支
給
決
定
通
知

書
を
受
け
た
日
か
ら
30
日
以
内

1006798

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
支
援

奨
励
金
制
度

1003793

子
育
て
を
応
援

企
業
奨
励
金

   

市
は
、
住
み
や
す
い
環
境
保
持

や
緊
急
車
両
の
通
行
確
保
な
ど
を

目
的
に
、
狭
い
市
道
の
拡
幅
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、
敷
地
が
幅

員
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い

な
け
れ
ば
建
築
物
を
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
指
定
さ
れ

た
道
路
で
あ
れ
ば
後
退
す
る
こ
と

で
可
能
に
な
り
ま
す
（
都
市
計
画

区
域
内
に
限
る
）。
建
築
確
認
申

補
助
・
助
成

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業

1001985請
を
提
出
す
る
２
カ
月
前
を
目
安

に
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
後
退

用
地
や
す
み
切
り
用
地
を
市
へ
寄

付
す
る
と
、
そ
の
面
積
に
応
じ
て

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
合
せ
　
建
築
住
宅
課
建
築
指
導

係
☎
内
線
４
１
１
２

　
野
生
鳥
獣
被
害
を
食
い
止
め
る

た
め
、
市
の
助
成
を
利
用
し
電
気

柵
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
動
物
駆

逐
用
煙
火
の
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

■
電
気
柵
の
助
成

対
象
　
個
人
や
２
世
帯
以
上
の
小

助
成
や
講
習
会
の
利
用
を

野
生
鳥
獣
害
対
策

規
模
な
電
気
柵
　
　

助
成
額
　
購
入
額
の
半
額
（
上
限

５
万
円
）

※
２
世
帯
以
上
は
10
万
円

■
動
物
駆
逐
用
煙
火
講
習
会

　
ご
う
音
玉
・
動
物
駆
逐
用
花
火

の
購
入
や
使
用
は
講
習
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
主
な
煙
火
類

の
購
入
は
市
の
補
助
で
無
料
で
す
。

と
き
　
６
月
５
日
（
日
）

▽
午
前
の
部
　
午
前
10
時
30
分

▽
午
後
の
部
　
午
後
２
時

と
こ
ろ 
　
利
根
沼
田
文
化
会
館

対
象
　
20
歳
以
上

定
員
　
各
回
45
人

申
込
み
　
日
曜
日
を
除
く
、
５
月

20
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
受
講
料

（
４
２
０
０
円
）
と
申
込
書
、
証
明

用
写
真
（
縦
３
㌢
、
横
2.5
㌢
）
を
湊

屋
商
店
（
申
込
書
は
同
店
に
設
置
）

問
合
せ
　
農
林
課
有
害
鳥
獣
対
策

セ
ン
タ
ー
☎
内
線
７
８
５
０

沼
田
市
ぐ
ん
ま
技
術
革
新

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

　
地
域
に
根
差
し
た
新
技
術
や
新

製
品
の
開
発
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業
者  

市
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

対
象
事
業
　
地
域
課
題
を
解
決

し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
新

技
術
や
新
製
品
に
関
す
る
開
発

で
、
事
業
化
と
市
場
性
が
見
込
ま

れ
る
も
の

主
な
対
象
経
費
　

▽
原
材
料
や
機
械
装
置
な
ど
の
購

入
費
▽
借
用
や
外
注
加
工
に
要
す

る
経
費
▽
市
場
調
査
や
大
学
な
ど

試
験
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
費

▽
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
導

入
費
▽
研
究
開
発
成
果
の
知
財
出

願
な
ど
に
要
す
る
経
費

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
上
限
80
万
円
）

※
小
規
模
事
業
者
の
補
助
事
業
は

５
分
の
４
以
内

申
込
期
限
　
５
月
13
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

商
工
振
興
係
☎
内
線
５
０
０
４

1006677

181234567 各番号（７桁）を市HP「ページ番号検索」に入力すると関連ページが見られます

対象労働者 交付額 期間
障害者雇用促進法第２条第
２号、または第４号に規定す
る身体障害者、知的障害者

18 万円
（９万円） １年

障害者雇用促進法第２条第３
号に規定する重度身体障害者

36 万円
（18 万円）

１年
６カ月

障害者雇用促進法第２条第５
号に規定する重度知的障害者
障害者雇用促進法第２条第
６号に規定する精神障害者

1006835

販
路
開
拓
を
支
援

　
自
社
製
品
や
新
技
術
の
販
路
を

開
拓
す
る
た
め
の
出
展
に
対
し

て
、費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
　

対
象
　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
各
種

中
小
企
業
団
体

対
象
事
業
　
新
た
な
取
引
先
や
事

業
提
携
先
を
開
拓
す
る
た
め
、
市

外
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
な
ど
に

出
展
す
る
事
業
で
、
製
品
や
そ
の

見
本
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
展
示
を

伴
う
見
本
市
、
商
談
会
な
ど

※
販
売
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
や
品
評

会
な
ど
の
出
展
は
対
象
外

対
象
経
費
　
展
示
会
主
催
者
へ
直

接
支
払
う
経
費
（
小
間
料
、
ブ
ー

ス
賃
借
料
や
出
展
負
担
金
、
展
示

装
飾
費
、
備
品
借
上
料
な
ど
）

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
年
間
上
限
30
万
円
）　

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記
入

し
提
出

申
込
み
・
問
合
せ
　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
☎
内
線

５
０
０
４

特
定
求
職
者

雇
用
企
業
奨
励
金
制
度

1006799

歳
未
満
で
、
市
内
在
住
の
人

申
込
期
限
　
国
の
支
給
決
定
通
知

書
を
受
け
た
日
か
ら
30
日
以
内

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

商
工
振
興
係
☎
内
線
５
０
０
５

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

商
工
振
興
係
☎
内
線
５
０
０
５
　

福

　
　祉

生
活
に
不
安
を
感
じ
た
ら

ま
ず
相
談
を

　「
仕
事
を
探
し
た
い
」「
病
気
で

治
療
費
が
心
配
」「
収
入
が
少
な

く
生
活
で
き
な
い
」
な
ど
の
不
安

を
解
決
す
る
た
め
制
度
の
紹
介
や

関
係
機
関
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
保
護
係
☎

内
線
３
１
１
２

知
的
障
害
者
の
巡
回
相
談

と
き
　
７
月
21
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
利
根
沼
田
保
健
福
祉
事

務
所

内
容
　
知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳

の
判
定
、
障
害
基
礎
年
金
の
診
断

相
談
員
　
精
神
科
医
師
、
心
理
判

定
員

対
象
　
18
歳
以
上
の
人（
予
約
制
）

認
知
症
家
族
交
流
会

1002344　 

認
知
症
の
人
を
長
年
介
護
さ
れ

て
き
た
人
や
、
家
族
が
診
断
を
受

け
た
ば
か
り
で
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
な
ど
、
介
護
者
同
士
だ
か
ら

で
き
る
話
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
５
月
27
日
（
金
）
午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
４
階
防
災
会

議
室
４
０
４

対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族

育児休業の取得期間 金額
５日以上１カ月未満 １万円
１カ月以上３カ月未満 ３万円
３カ月以上６カ月未満 ５万円
６カ月以上９カ月未満 ８万円
９カ月以上12 カ月未満 10 万円
12 カ月以上 12 万円
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費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
５
月
20
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係
☎
内
線
３
１
０
９

業
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額
　
左
表
の
と
お
り

申
込
期
限
　
労
働
者
が
職
場
復
帰

し
て
１
カ
月
経
過
し
た
日
か
ら
２

カ
月
以
内
、
ま
た
は
当
該
年
度
の

３
月
31
日
の
早
い
日
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
　
産
業
振
興
課

商
工
振
興
係
☎
内
線
５
０
０
４

定
員
　
８
人
程
度

申
込
期
限
　
５
月
20
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課

長
寿
支
援
係
☎
内
線
３
１
４
２

　
眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落

ち
着
か
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
、
認

知
症
、
う
つ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
左
表
の
と
お
り（
予
約
制
）

令
和
４
年

５ 月12 日（木）
６ 月 ８ 日（水）
７ 月14 日（木）
８ 月10 日（水）
９ 月 ８ 日（木）
10 月12 日（水）
11 月10 日（木）
12 月１４日（水）

５
年

１ 月12 日（木）
 ２ 月 ８日（水）
 ３ 月 ９ 日（木）

精
神
保
健
福
祉
相
談

　市は「沼田市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）通称『エコの実プラン』」を
策定し、市全体の地球温暖化対策に取り組ん
できました。今号は再生可能エネルギー（再
エネ）導入などについて紹介します。
 

　学校施設を中心に再エネ
を導入。近年では、災害時の
指定避難所に太陽光発電設
備と蓄電池を設置し、非常用
の自立電源として利用できる
よう整備しています。

　平成21年から住宅再エネ設備を設置する人に補
助金を支給し、平成28年には対象を拡充。令和３
年度末時点では延べ1,242件と拡大しています。

市有施設などへの再エネ導入

住宅向けの再エネ設置補助金の利用状況

目指そう目指そう

ゼロカーボンシティぬまたゼロカーボンシティぬまた

問合せ　環境課環境政策係☎内線３０７１

　市全体の温室効果ガス排出量の推移は下記
のとおりで減少傾向ですが、2050年に温室効果
ガス排出量を実質ゼロにする目標達成には、より
一層の取り組みが必要ですので、地球温暖化対
策にご協力ください。

温室効果ガスは減少傾向に

●相談日

補助対象ｼｽﾃﾑ 件数 交付額
（万円）

太陽光発電 938 69,856
太陽熱利用 89 2,399

燃料電池 (ｴﾈﾌｧ ﾑー ) ２ 160
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池 133 6,409

HEMS(ｴﾈﾙｷ゙ ｰ管理ｼｽﾃﾑ ) 70 661
地中熱利用ｼｽﾃﾑ ０ 0
木質ﾍ゚ﾚｯﾄｽﾄ ﾌーﾞ 10 459
合計 1,242 79,944

太陽光発電の設置
（沼田東中学校）

シ
ス
テ
ム
別
補
助
金
申
請
件
数
お
よ

び
交
付
額（
平
成
21
年
～
令
和
３
年
）

2007 11 12 13 14 15 181716 19

40

30

20

10

０

万トンＣｏ２

年

市全体の
温室効果ガス排出量の推移

※
２
０
０
７
年
度
は
エ
コ
の
実
プ
ラ
ン
の
基

準
年
度
。
２
０
１
９
年
度
は
暫
定
の
排
出
量

1002412

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
内
線
３
１
０
７

　※対象労働者が男性の場合は、　
　　３倍の額となります


